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    2.  最近流布される情報や政権のアナウスメントに違和感と疎外感  
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  1.  真っ青な空を 胸いっぱい吸い込んで 

  

新緑の5月 野も山も里も 草木燃え 一番自然を感じる時  

新緑の山を訪ねるのも スポーツに興じるのもよし また 街歩きも楽し 

緑の中に身を置いて 真っ青な空を胸いっぱいに 身も心もリフレッシュ 思わず歌を口ずさむ 

 
天候不順が続いた 4月も下旬になって 真っ青な空が広がり、 一気に野も山も新緑に。街も華やかに。 

気分も晴れ晴れ、 何かせずにはおられない。 ぶつぶつ 言ってばかりもおられない。 

戸外で楽しむ絶好の季節の到来。 新緑の中に身を置いて リフレッシュ。 うれしい春を楽しんでいます。 

気がかりは最近の世相についていけなくなったと感じること。  

4月には地方選挙があり、景気も良くなり、何か時代がかわると政権は盛んにアドバルーンを上げていますか・・・・・。 

年寄の出る幕ではないが、平和憲法を守ることを国是としてきた日本。 「憲法」というだけで、時代遅れなのでしょ

うか…。 歯止めのない武力行使 それが本当に平和への道??? 何か腑に落ちない。 原発も同じ。「理」のないも

のは「ダメなものはダメ」自分の経験の中で研ぎ澄まされた感覚は何よりも「理」。 そんな思いも頭をよぎる。  

気が付けば 日本がまた「アジアの孤児」にならぬよう 年寄だからこそ 自分と世間の距離感をいつもはからね

ば・・・・・・と。 最近の流れについけぬ自分。 自分にフィットする新聞記事を見つけると同志もいるのだと> 

最近うなづいた記事をいくつか この欄でご紹介。 皆様にはフィットするでしょうか?? 
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 2. 最近流布される情報や政権のアナウスメントに違和感と疎外感 

  自分には一番納得できた最近の新聞記事の紹介 

1. 朝日新聞 2015.4.17.掲載 のインタビュ-記事 「強制連行 史実から考える」について 

この一年 ずっと気になってきた真贋の見えぬ署名意見記事や特集意見記事の急増。 

それによる新聞のもう一つの生命線 地域社会や各分野に根ざした身近な自分に必要な記事の大減少等々。 

東京中心とも見える巨大広告の中に記事が埋まる紙面構成方針にちょっとついて行けなくなって 

長年見慣れた朝日新聞を地方紙に変えてみようと思う。「真贋が見えにくい」というべきなのかもしれぬ。 

どう言い表したらよいのか そんな思いにいる中、4月 17日朝日新聞に「強制連行」についてのインタービュ 

記事が掲載され、今 自分の思っていることと一緒や・・・・・と。  

多くの問題を今抱える朝日新聞。 この記事どう映るでしょうか・・・・・ 

でも 長年読んできた天声人語や記事の数々にみる朝日新聞の眼は 今も自分にもっとも身近で未練もあるので

すが、今回 この朝日新聞の記事をみて、スカッと「朝日 頑張れ!!」と。 

朝日新聞がこの掲載記事のごとく落ち着いた眼を取り戻せば、また戻ろう。今も朝日新聞 応援団である。 

下記に載せたのが朝日新聞に「強制連行」についてのインタービュー記事。 

この問題については 各分野の人から それぞれの意見が数多く出されており、「おいそれと 発言でけへんぞ」 

と思ってきましたが、技術屋の私には、一番分かり易く筋の通った発言に見える。 

朝日新聞掲載インタビュ-記事  「強制連行 史実から考える」 2015.4.17. 

 

 

 

※ 最後のページに読みやすいように全文整理して転載しています 



どう思われるでしょうか・・・・・ 

「 事実は無限にある。都合のいい事実だけをつなぎ合わせれば別の歴史も生まれる。 

「 事実の断片と歴史の本筋をどうやって見分けるのか??   何が一般的で 何が例外的なのか?   

それは幅広い史料[事象]にあたり、マクロとミクロの両方から抑える必要がある。     」 

 

この言葉はまさに科学者・技術者の視点と同じであり、かつて取り組んだ問題解決取組の視点と全く同じで、 

スッと受け入れられる。 

かつて「だまし絵」を見て「事実といっても その視点 心の持ちようで、眺めている事実は多面性を持っ

ている」とハッと気付いて「自分の眼を磨かねば、問題解決はできぬ」と物の見方が大きく変わったことが

ある。そんなことを思いながら、記事を読みました。 

この「強制連行」問題や「朝日新聞」問題などばかりでなく、今この社会で起こっているさまざまな問題に対し

て、この「真贋の眼」で史実を自分なりに淘汰しないと「都合のいい事実だけのつなぎ合わせ」になってしまう。 

また、意に反した社会への誘導が進行してしまう。 

自分の視点で 社会を今ほど大きく揺り動かせる時代はない。無関心はまた こんなははずでは…の悔いを残す。 

誰もが好きに簡単に情報を集めて つなぎ合わせて情報発信できる情報化 IT社会。玉石混合の情報が無数に漂

っている。 やらせの情報が公然と垣間見える時代 どれほど多数のそんな情報が流れていることか・・・・ 

自分にとって いやな情報でも眼をそむけては真贋の眼は磨けない。 

また、まさに 別の歴史も独り歩きしていることを認識する必要がある。 

この記事に記された歴史を見る眼 そして いたるところで都合のよい断片史実で作られた虚構の情報があふれ

ている情報社会 ほんの数十年前にはなかった時代  今ほど真贋を見抜く自分の眼を磨かねば・・・・・。 

日本人の一番不得意な力である。 それを意識して・・・・・と。 

 

 

2. 朝日天声人語氏の疑問  パソコンとにらめっこばかりの医者に患者の状態がわかるでしょうか?? 

「医師は患者の生まれや育ち、生活の背景間で知る必要があり、 患者の数だけ治療法があるというのに 

「パソコンとにらめっこばかりの医者に患者の状態がわかるでしょうか?? 」と天声人語氏はいう。 

そういえば、パソコンに記さ

れたマニアルの薬を選ぶの

に腐心する医者にびっくり

したことがあり、また それ

がスピーディーに治療して

くれるいい評判の医者だと

いう。「病気はマニュアルだ

けではなおせんぞ!!」と思い

つつ、周囲を見渡すと そん

な事例がいたる処で横行し

ている。 

想定外のことが起こってい

るのに「うまい手がある」と

ばかり、一事が万事 即物的

に想定と確率で、マニュアル通り推し進めることが最善判断だというのは、「想定外」の答を先に用意した言い逃

れに映る。そんな風潮が日本に蔓延している。  

忙しすぎる日本人 ちょっと立ち止まって考えてみよう。 

さもなくば、よい知恵・判断もうかばず、どこかで 悔やみきれない「どか～ん!!」の道へ 

 



3. 政権の牽制 外人記者の見方  日本の報道は萎縮していないか…  

「政治が介入判断するのは当たり前」とみんな普通と思いこまされているが、国際社会では異常???です 

            

朝日新聞掲載の記事。 報

道機関への政治の介入と

報道機関側の報道萎縮の

方向が今ますます露骨に

なっている。 

今まで 闇であったのが、 

堂々と それが正義でも 

あるかのように慢心して 

・・・・。 

 かつての共産主義・軍国

主義の時代への逆もどり

と国際社会は懸念する。で

も 一般人はそれが普通

と思い込まされているこ

とに気付いていない。 

「一般人側の想定外」では

すまぬことにならねば良

いがと。 

 

 

4. アベノミックス等による数字に見る地域格差の増大 政権の言うトリクルダウンは瓦解 

インターネット デジタル 毎日新聞 2015.4.17.より  by Mutsu Nakanishi 

 
 



 

 
 



【参考】  朝日新聞掲載インタビュ-記事「強制連行 史実から考える」をA4版縦に整理して転載  

 

                       2015年 4月 17日(金) 朝日新聞記事をA4版縦に整理して転載  

 

 
 


